
葦
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‥
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■
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一

t
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■
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▲
l

I

tT･

議
案
第
十
九
号

三
朝
町
国
民
健
如
保
険
税
条
例
の
制
定
に
つ
S
て

▼

次
の
と
か
J
h
三
朝
吋
常
民
健
康
保
険
税
条
例
を
制
定
す
る
と
と
牲
つ
S
て
､
地
方
自
治
法
(
比

和
二
十
二
年
鹿
律
弟
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
集
l
項
の
規
定
に
よ
や
'
本
義
金
の
鼓
故
を
求
め

/

･

る
｡

昭
和
担
十
五
年
二
月
十
二
日

■
膏
.
帝
都

三

朝

町

長

　

讐

　

出

･

発

一

己

　

H

T

L
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.
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紫
琴
歪
幾
月
始
式
日
原
索
可
譲

一

)三
覇
町
親
蓋
音
数
田
嶺

､

　

＼

I

I

　

　

　

･

.

ぷ

･

　

　

　

　

･
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一

･

　

ニ

ッ
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■

▼
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誇
大
編
　
財
務
　
(
国
民
健
康
保
険
税
条
例
)

三
朝
町
国
比
健
康
保
険
税
条
例

(
那
㌔
糾
　
月
　
別
)

(
納
税
義
務
名
)

第
L
条
　
目
山
燈
康
伐
怜
税
は
'
唱
民
僅
様
似
険
の
郁
代
扱
者
で
あ
る
世
帯
主

に
対
し
謂
す
る
0

2
　
M
B
i
7
憶
は
'
保
険
の
被
i
!
e
J
=
l
 
!
者
で
あ
る
幣
附
か
な
い
廿
一
T
.
 
:
主
で
十
の
つ
て
当
･
沼
,

世
祥
内
r
E
7
T
n
I
:
僅
E
J
保
陥
れ
叫
は
碑
寮
で
+
A
:
る
名
か
t
っ
る
均
ム
=
に
お
い
て

は
､
当
預
世
.
け
主
を
E
I
E
i
j
伸
輔
は
怜
(
の
郁
代
除
名
で
あ
る
仲
川
主
と
み
な
し

て

.

.

.

;

J

l

j

･

'

1

 

I

:

/

J

J

･

,

I

　

.

L

.

,

･

･

:

I

.

(
詑
税
額
)

第
二
条
　
第
1
集
り
考
に
対
し
て
叩
…
す
る
国
民
熊
k
n
j
/
捻
､
税
の
｡
､
税
絹
は
､
世

帯
王
及
び
そ
の
世
だ
仁
寛
す
る
;
民
憶
疎
代
碩
爪
的
代
J
E
L
.
i
下
に
つ
を
T
.
 
･
′
亡
し

た
所
得
判
灯
及
び
㌍
T
L
L
封
即
並
び
に
鞍
山
f
Z
J
H
埼
t
T
･
r
判
灯
下
…
び
M
m
5
7
･
j
平
等

制
幻
の
八
日
算
鮎
と
す
る
o
た
だ
し
､
=
T
r
L
へ
｢
平
作
か
:
]
1
r
L
I
E
r
か
こ
A
I
J
る
L
T
八
=

に
お
い
て
ほ
､
課
相
即
は
､
五
万
E
i
:
と
す
る
o

(
所
得
剖
析
)

第
三
粂
　
前
条
の
所
得
割
符
は
､
拭
課
即
日
の
関
す
る
年
望
剛
年
の
所
得
に
係

三
八
二
ハ
(
二
二
八
二
六
)

る
地
i
税
法
(
f
T
L
T
=
州
和
二
十
L
J
年
摂
川
節
二
百
.
l
十
六
m
`
リ
c
 
H
下
.
法
.
と
い

-
｡
)
､
第
三
百
十
円
蕪
の
∴
鰐
"
頂
に
規
l
:
心
す
る
松
山
日
付
q
l
/
糾
(
縫
所
村
会

節
巾
に
給
与
小
桜
か
含
ま
れ
て
い
る
;
･
川
合
に
お
い
て
は
､
当
詩
給
1
=
｣
所
得
に

つ
い
て
は
'
小
指
税
洋
(
F
l
｡
和
凹
十
干
法
控
約
二
卜
.
1
日
"
"
:
.
第
二
十
八
集
約

二
鞘
の
規
定
に
よ
っ
て
引
汚
し
に
命
弧
か
ら
当
l
誠
給
与
所
相
に
繰
る
-
3
人
余

額
の
百
分
の
五
の
遺
朗
(
そ
の
金
紙
か
一
一
万
3
=
と
こ
え
る
と
き
は
'
二
力

円
)
か
控
綻
し
た
会
田
に
よ
る
も
の
と
す
る
｡
H
T
J
下
叫
叫
九
亮
の
二
に
お
い
て

同
じ
｡
)
及
び
山
林
所
得
食
粕
の
i
T
計
幻
か
･
i
^
㌧
i
m
≡
白
十
円
〃
H
T
i
の
　
試
･
S
I
 
l
=
 
b
T
J

の
T
 
r
T
1
3
定
に
ょ
る
控
除
を
し
た
従
の
[
7
g
l
小
指
S
,
糾
､
及
び
山
林
所
･
1
金
田
L
C
.
合

止
絹
に
甘
ガ
の
字
､
切
か
平
し
て
や
忙
す
る
0

2
　
両
1
 
7
T
/
の
和
合
に
お
け
る
=
i
‥
ー
!
!
.
二
日
十
E
T
々
滞
り
l
一
諾
〓
｣
に
現
1
｣
す
る
樫
山

得
た
幻
又
は
山
林
1
㍍
:
;
]
･
S
A
/
の
計
誼
に
つ
い
て
は
､
法
第
一
'
1
i
H
十
`
l
了
l
ハ
L
?
二

.

　

　

　

.

'

l

･

.

　

　

T

.

.

J

　

　

　

　

　

:

.

･

･

.

ノ

　

　

　

　

　

　

　

∵

　

　

p

七
ノ
=
小
二
r
T
l
､
節
三
項
又
は
的
山
一
リ
L
;
｢
L
′
た
い
例
に
】
止
.
り
は
い
も
C
と
す

る
.

3
　
訳
l
l
,
I
(
乃
r
j
U
r
-
l
ご
　
′
つ
､
 
1
J
て
ノ
…
1
J
T
m
.
r
L
;
い
1
二
丁
;
l
T
r
T
(
に
J
 
r
T
<
'
｣
｣
す
る
紐

L
L
I
.
=
2
[
′
打
!
'
｢
ぺ
は
り
T
i
r
･
L
H
J
.
.
へ
1
m
 
J
〟
灯
心
す
る
い
.
3
台
に
お
い
て
J
Y
　
;
T
T
"
一

百
十
三
桑
㌍
九
巧
-
中
秋
｣
=
,
山
八
r
H
.
仝
脚
に
係
る
州
か
G
u
た
こ
化
目
し
た
い
も

の
と
す
る
o

(
資
箆
割
幻
)

〔
島
中
Ⅹ
し

舞
E
I
粂
　
準
一
条
の
餌
.
 
1
.
 
]
剖
幻
は
､
当
諮
乍
庶
分
と
し
て
納
付
し
た
又
は
'
納

刊
す
べ
き
問
定
於
稚
税
釦
の
-
ち
'
⊥
拙
及
び
家
日
出
に
係
る
部
ガ
の
額
に
白

分
の
王
1
少
を
乗
じ
て
算
定
す
る
.

(
被
保
険
者
均
等
剤
相
)

第
五
条
琴
1
条
の
被
保
険
者
均
等
剖
敵
は
､
被
伏
険
聖
人
に
つ
い
て
音

門
と
す
る
o

(
世
相
別
平
等
割
餌
)

第
五
条
の
二
　
第
二
集
り
世
相
別
平
等
剤
組
は
､
l
世
帯
に
つ
い
て
.
五
一
円

と
す
る
.

(
賦
課
期
日
)

第
大
魚
　
国
民
健
旗
保
険
税
の
脱
誤
糊
口
は
､
四
月
l
 
R
と
す
る
o

(
納
期
)

弟
七
粂
　
国
民
鍵
鹸
保
険
税
の
納
期
は
'
次
の
通
り
と
す
る
0

第
1
期
ネ
月
ノ
日
か
ら
同
日
≠
十
日
ま
で

惣
二
一
期
　
4
月
/
日
か
ら
同
月
き
†
日
ま
で

第
一
二
期
‡
月
　
百
か
ら
同
月
争
イ
白
ま
で

琵
鞄
湧
別
百
か
ら
同
月
壬
日
羊

第
八
粂
　
削
除

(
納
税
兼
務
の
発
生
'
消
滅
等
に
伴
-
賦
課
)

弗
九
条
　
国
民
健
康
保
険
税
の
戚
認
期
日
後
に
納
税
義
務
が
発
生
し
た
者
に

は
､
そ
の
発
生
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
､
月
割
を
も
っ
て
買
足
し
た
第
二

第
六
品
　
財
務
　
(
国
民
健
康
保
険
税
条
例
)

〔
島
中
Ⅹ
〕

条
の
絹
(
第
十
条
文
は
第
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
減
絹
が
行
な
わ
れ
た
場

合
に
は
､
当
討
純
狐
し
た
灯
と
す
る
｡
以
下
太
秦
に
お
い
て
同
じ
｡
)
な
課
す

l
l
,
-
,

2
　
前
硯
の
既
設
矧
日
枝
に
納
税
義
務
か
消
滅
し
た
者
に
は
､
そ
の
消
滅
し
た

日
の
尿
す
る
月
の
前
月
ま
で
､
月
割
を
も
っ
て
算
定
し
た
第
二
条
の
紺
を
課

する∪

3
　
第
l
項
の
賦
課
期
日
後
に
周
民
倦
厭
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
付
帯
に
属

す
る
祇
保
険
名
(
当
該
納
税
義
務
者
を
除
-
｡
以
下
次
項
に
お
い
て
同
じ
o
)

と
な
っ
た
者
か
あ
る
頃
合
に
お
い
て
､
当
該
被
伐
除
名
と
な
っ
た
こ
と
が
次

の
各
号
り
1
に
掲
げ
る
第
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
き
は
､
当

謂
被
保
険
者
と
な
っ
た
R
の
属
す
る
月
か
ら
､
当
該
被
保
険
者
に
つ
き
月
割

を
も
っ
て
算
正
し
た
第
1
条
の
幻
を
当
該
納
税
義
務
者
に
課
す
る
0

1
　
値
段
保
険
法
(
大
正
十
1
年
法
律
第
七
十
号
)
の
親
定
に
よ
る
被
保
険

者
二
　
船
員
保
険
法
(
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
)
の
規
定
に
よ
る
被
保

斡
岩

三
　
関
家
公
務
員
共
済
組
合
法
(
昭
和
三
｢
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
)
へ
公

共
企
業
体
職
員
等
共
済
船
合
法
(
昭
和
三
十
一
年
沃
律
第
百
二
十
四
ロ
ウ
)
､

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
　
(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
五
卜
二
号
)
又

は
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
訟
(
唱
和
1
十
八
年
浅
岸
第
1
一
白
四
十
五

三
八
二
七



第
大
網
　
財
務
　
(
国
民
健
康
保
険
税
条
例
)

号
)
に
基
づ
く
共
済
組
合
の
組
合
出

門
　
日
置
労
働
老
健
康
保
険
法
(
昭
和
二
十
<
年
法
律
$
1
盲
七
号
)
第
八

条
の
親
近
に
よ
り
日
照
労
働
者
健
康
保
険
被
保
険
考
手
帳
の
交
付
を
受

け
'
そ
の
手
帳
に
日
雇
労
働
紫
鯉
頗
保
険
E
i
紙
を
は
り
つ
け
る
べ
き
余
白

が
な
.
i
.
.
増
苛
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
老

五
　
国
民
健
康
保
険
糾
合
の
被
保
瀬
者
(
組
合
員
で
あ
る
被
保
険
者
に
限

:
:
/
/

第
1
項
の
賦
課
矧
日
後
に
国
民
健
腿
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
仲
楢
に
属

す
る
被
保
障
者
で
た
-
な
っ
た
朝
が
あ
る
切
合
に
お
い
て
､
当
詔
被
保
険
者

で
な
-
な
っ
た
こ
と
が
前
項
(
;
号
り
l
に
掲
げ
る
譜
に
該
当
し
た
こ
と
に
ょ

る
と
き
は
､
当
該
被
保
牧
罰
で
な
-
な
っ
た
日
の
摘
す
る
月
か
ら
､
当
該
被

保
険
岩
で
な
-
な
っ
た
昔
に
つ
き
月
割
を
も
っ
て
罪
起
し
た
約
二
各
の
願
を

当
該
納
税
誠
務
者
の
四
民
位
牌
保
院
税
の
紙
か
ら
は
締
す
る
｡

=,

紡
1
項
マ
ほ
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
､
被
保
険
者
へ
当
該
被
保
障
者
の

属
す
る
化
F
T
の
=
J
問
主
か
S
E
t
条
第
二
1
n
V
り
世
帯
主
と
な
っ
た
切
合
に
お
い

て
は
､
当
該
被
保
険
者
及
び
当
訪
世
朽
主
､
以
下
本
項
に
お
い
て
同
様
と
す

る
o
)
に
係
る
当
該
町
税
と
し
て
納
付
し
た
又
は
納
付
す
べ
き
第
三
条
の
町
民

税
の
所
仰
貨
割
前
が
な
い
と
き
は
､
当
訪
雛
保
険
者
か
他
の
市
町
利
に
当
該
年

度
分
と
し
て
約
八
し
た
又
は
納
付
す
べ
き
市
町
村
山
税
の
所
得
割
前
(
当
該

伯
の
市
町
村
に
お
け
る
E
町
村
炉
群
の
所
印
判
鋼
の
研
i
J
J
j
の
荊
礎
と
た
る
戟

三

朝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

八

二

八

率

評

歩

読

(

唱

和

　

年

　

条

例

約

　

号

)

聖

･

十

四

条

の

三
に
親
定
す
る
税
率
と
興
な
る
場
合
に
お
い
て
は
､
9
7
哀
別
率
に
よ
っ
て
こ

れ
を
算
定
し
直
し
た
場
合
に
お
け
る
期
と
す
る
｡
)
を
も
っ
て
第
三
集
の
所
笹
耶

煩
と
す
る
o

(
徴
収
の
特
例
)

第
九
条
の
こ
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
剖
額
の
賢
足
り
鵜
礎
に
用
い
る
町
民

税
の
所
得
割
射
角
法
第
二
百
十
四
集
り
二
第
l
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金

餌
'
及
び
山
林
が
桜
金
好
の
合
計
鯛
か
t
h
1
第
二
項
の
親
定
に
よ
る
控
除
な
し

た
後
の
紐
所
得
金
紙
'
及
び
山
林
所
得
金
銅
の
合
計
額
)
　
が
確
定
し
な
い

た
め
当
該
年
度
分
り
国
民
掛
朗
保
険
税
孤
を
躍
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
切

合
に
お
い
て
は
､
そ
の
確
l
J
T
i
す
る
日
ま
で
の
関
に
お
い
て
到
兆
す
る
納
期
に

お
い
て
徴
収
す
べ
き
閃
民
地
慮
保
険
税
に
限
り
､
四
民
健
康
保
険
税
の
納
税

義
務
名
に
つ
い
て
､
そ
の
諮
り
前
年
産
の
国
民
他
棚
保
険
税
餌
を
当
該
年
度

の
納
糊
の
数
で
除
し
て
得
た
繍
(
町
長
が
必
要
J
誠
的
る
場
合
に
お
い
て

は
'
当
該
前
年
度
の
門
民
伽
虎
杖
陥
秋
和
を
当
該
年
産
の
納
期
の
数
で
除
し

て
得
た
紀
の
耶
組
内
に
お
い
て
町
長
が
定
め
る
郡
と
す
る
o
)
を
､
そ
れ
ぞ
れ

の
納
期
に
係
る
国
民
健
以
保
険
税
と
し
て
徴
収
す
る
.

2
　
前
項
の
親
定
に
よ
っ
て
閏
民
健
頗
保
険
税
を
仏
説
し
た
似
合
に
お
い
て
'

当
請
同
比
飽
頗
保
険
税
餌
か
当
該
年
度
分
の
田
拭
僻
は
保
険
税
餌
に
=
3
た
な

い
こ
と
と
な
る
と
き
は
'
当
該
年
度
分
の
国
民
触
廉
保
険
税
幻
か
確
岸
し
た

〔
L
=
中
Ⅹ
〕

日
以
後
の
納
矧
に
お
い
て
そ
の
不
足
税
額
を
徴
収
し
'
す
で
に
徴
収
し
た
国

民
健
康
保
険
税
部
か
当
て
前
年
度
分
の
H
媒
健
康
保
険
税
r
伽
を
こ
え
る
こ
と
と

な
る
と
き
は
､
洪
節
十
七
糸
又
は
溝
田
十
七
条
の
二
の
別
競
り
例
に
ょ
つ

て
'
そ
の
渦
納
桁
を
遠
州
し
､
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収

銀
に
充
当
す
る
｡

(
徴
収
り
特
例
に
係
る
税
節
の
値
E
l
の
小
出
等
)

第
九
条
の
三
　
前
条
第
l
鞘
の
親
定
に
よ
っ
て
田
山
健
頗
恨
険
税
を
航
課
し
た

場
合
に
お
い
て
､
当
該
年
度
分
の
同
H
l
健
旗
保
険
税
狐
か
,
削
年
産
の
E
L
U
位

康
保
険
税
櫛
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
幻
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
､
同
項
の
親
定
に
よ
っ
て
国
民
僚
以
保
険
税
を
徴
収
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
者
は
'
納
税
通
知
譜
の
｣
(
t
t
付
を
受
け
た
日
か
ら
l
l
t
十
日
以
内
に

町
長
に
前
条
節
l
項
の
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
E
l
民
触
励
保
険
税
釦
の

値
正
を
申
し
出
る
こ
と
か
で
き
る
0

2
　
前
男
の
触
:
B
に
よ
る
値
止
の
申
L
H
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
申
出

に
つ
い
て
相
当
の
迎
山
か
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
､
町
長
は
､
当
該
年

度
分
の
国
民
促
成
保
促
税
額
の
見
積
朗
を
H
L
府
と
し
で
､
前
条
窮
一
項
の
規

定
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
国
民
催
尉
保
険
税
額
を
修
正
し
な
け
れ
ば
た
ら
な

(
柳
感
の
節
減
)

第
十
条
　
第
一
条
第
二
,
鳩
の
世
碍
主
に
対
し
て
謀
す
る
蛸
民
健
康
保
険
税
の
紙

は
'
第
二
条
の
課
税
前
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
地
顔
し
た

も
の
と
す
る
Q

I
　
当
該
世
鰭
主
の
均
等
割
額

第
六
編
　
別
務
　
〔
国
民
健
康
保
険
税
条
例
)

〔鴇中Ⅹ〕

当
該
世
相
王
の
所
得
割
前
に
当
該
世
相
に
属
す
る
被
保
脇
老
(
当
該
惟

椅
主
を
含
む
｡
)
の
数
の
群
数
を
架
じ
て
柑
た
紺

(
国
民
健
康
保
椀
税
の
減
鮎
)

第
十
条
の
二
　
次
の
各
号
り
一
に
掲
げ
る
同
比
健
康
探
検
税
の
納
税
義
務
者
に

対
し
て
謀
す
る
悶
民
艇
蝕
保
険
税
の
鱗
は
､
第
二
条
の
課
税
鮎
か
ら
当
該
各

号
に
招
け
る
鯛
を
減
餌
し
た
も
の
と
す
る
D

一
法
第
七
百
三
集
の
五
に
耕
定
す
る
紐
所
得
企
明
及
び
山
林
所
得
金
成

の
合
算
鎚
が
､
沃
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
に
成
定
す
る
金
朗
を
こ
え

な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
名

イ
　
被
保
険
宅
均
等
割
額
　
被
保
険
者
(
第
一
条
第
二
現
に
娩
定
す
る
世

帯
主
を
除
く
O
)

1
人
に
つ
い
て
て
ら
へ
r
円

口
　
世
帯
別
平
等
割
朗
　
　
　
丁
世
楢
に
つ
い
て
葺
百
円

二
　
法
第
七
百
二
首
謀
の
瓦
に
親
定
す
る
紐
所
得
金
紹
及
び
山
林
所
得
金
紙
の

合
算
額
が
､
溝
第
二
甘
い
凹
条
の
1
　
第
　
7
項
に
規
定
す
る
金
紙
に
被
保
険

者
(
当
該
納
税
義
務
老
を
除
く
0
)
1
人
に
つ
き
五
万
円
を
加
算
し
た
金
蘇

三
八
二
九



第
六
編
　
財
務
　
(
国
民
健
康
保
険
税
条
例
)

号
)
に
基
づ
く
共
済
組
合
の
組
合
員

四
　
日
雇
労
働
者
健
康
保
除
法
(
昭
和
二
十
八
年
接
待
第
二
百
七
号
)
第
八

条
の
規
定
に
よ
り
日
扇
労
働
者
健
康
保
険
被
保
険
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
へ
そ
の
手
帳
に
口
櫨
労
働
着
陸
跳
保
険
印
紙
を
は
り
つ
け
る
べ
き
余
白

が
た
<
･
.
偲
る
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
老

五
　
国
民
腰
頂
保
険
聖
｡
の
被
保
ー
嘩
者
(
聖
員
で
あ
る
被
保
倹
名
に
限

る

｡

)

　

＼

第
1
項
の
成
課
期
日
後
に
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
世
樺
に
属

す
る
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
者
が
あ
る
切
合
に
お
い
て
'
当
該
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
こ
と
か
前
碩
各
号
の
l
に
招
け
る
名
に
詔
当
し
た
こ
と
に
よ

る
と
き
は
､
当
該
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
n
I
の
属
す
る
月
か
ら
､
当
該
被

保
険
者
で
な
-
な
っ
た
省
に
つ
き
月
割
を
も
っ
て
算
起
し
た
第
二
条
の
爪
n
T
a
を

当
該
納
税
義
務
者
の
田
拭
他
煉
保
険
税
の
幻
か
ら
韻
鯛
す
る
｡
ご
L
.

第
1
項
又
は
第
二
頑
の
場
合
に
お
い
て
'
被
保
険
者
(
当
し
招
被
保
険
者
の

罷
す
る
U
t
H
の
世
僻
主
か
第
一
姦
策
二
項
の
世
肘
王
と
な
っ
た
場
合
に
お
い

て
ほ
､
当
該
被
保
険
者
及
び
当
該
竹
一
環
主
､
｣
下
本
項
に
お
い
て
同
様
と
す

る
｡
)
に
係
る
当
試
町
税
と
し
て
納
付
し
た
文
は
納
付
す
べ
き
第
三
条
の
町
民

税
の
所
在
制
覇
が
な
い
と
き
は
､
当
訪
被
り
j
E
験
瀬
か
他
の
F
町
村
に
当
該
年

度
分
こ
し
て
納
付
し
た
又
は
納
付
す
べ
き
市
町
村
域
税
の
所
得
割
雑
(
当
該

他
の
市
町
村
に
お
け
る
i
E
町
村
序
詞
の
所
視
御
節
の
買
足
の
基
礎
と
た
る
税

三

朝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

八

二

八

率

独

町

税

条

例

(

昭

和

　

年

　

条

例

第

　

号

)

警

手

四

条

の

三
に
親
定
す
る
瑞
率
と
英
た
る
場
合
に
お
い
て
は
'
当
該
税
率
に
よ
っ
て
こ

れ
を
算
定
し
直
し
た
場
合
に
お
け
る
好
と
す
る
o
)
を
も
っ
て
琴
二
条
の
所
欝
卯

額
と
す
る
｡

(
徴
収
の
特
例
〕

第
九
条
の
〓
　
国
民
健
康
保
検
税
の
所
得
割
焔
の
算
定
の
基
礎
に
用
い
る
町
民

税
の
所
得
割
砿
声
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
l
実
に
規
l
r
J
化
す
る
総
所
得
金

節
､
及
び
山
林
所
持
金
節
の
合
計
組
か
ら
第
二
項
の
洗
足
に
よ
る
控
除
な
し

た
後
の
総
所
得
金
銀
､
及
び
L
杯
所
得
金
r
観
の
合
計
額
B
　
が
確
定
し
な
い

た
め
当
該
L
u
度
分
E
i
l
匡
h
/
健
C
2
;
保
険
税
狂
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
は
､
そ
の
確
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
到
1
,
7
(
す
る
納
期
に

お
い
て
徴
収
す
べ
き
国
民
俊
雄
保
険
説
に
限
り
､
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

義
務
者
に
つ
い
て
'
そ
の
老
望
削
咋
皮
の
B
l
民
雌
雄
俣
検
税
額
を
当
該
年
度

の
納
和
の
数
で
除
し
て
得
た
柘
(
町
長
が
必
要
と
認
め
る
似
合
に
お
い
て

は
'
当
該
前
年
度
の
四
民
健
康
保
険
哉
紺
を
当
該
年
度
の
納
期
の
数
で
除
し

て
得
た
転
の
範
E
3
円
に
お
い
て
町
長
が
定
め
る
幻
と
す
る
ひ
)
を
､
そ
れ
ぞ
れ

の
納
期
に
係
る
国
宝
健
康
架
険
別
と
し
て
徴
収
す
る
U

2
　
前
項
の
親
定
に
よ
っ
て
閃
民
陸
俳
保
陥
税
を
賦
課
L
f
i
)
場
合
に
お
い
て
､

当
該
四
民
健
L
3
;
保
険
制
鉱
が
当
該
生
産
分
の
E
j
l
民
嘩
ぷ
保
険
制
節
に
満
た
た

い
こ
と
と
な
る
と
き
ほ
､
当
一
議
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
甑
が
確
定
し
た

L
島
中
Ⅹ
〕


